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能力評価 → 職務遂行能力を評価 → 職に反映

業績評価 → 業績の達成度を評価 → 給与に反映



① 能力評価をしても職に反映できない。（校長、教頭、教諭）

② 教諭の多段化？

③ 教諭の多段化を促す学校組織作りが進んでいない。

④ 教諭の多段化を評価する評価方法の確立。

学校の組織の在り方の再構築が重要



① 何をインセンティブにするか！

② 指導技術に差を見いだすことは問題がある。

③ 指導技術の差を評価しないことは、教諭のあるべき
姿（指導力）へのメッセージとなる。

指導技術外の能力を評価する。（組織貢献力？マネジメント力？）



① 1年1号昇級を前提としている。
・教諭の号級は36号級 ＝ （60歳－22歳＝38歳）

② 給与のインセンティブがない。

③ 努力しなくても給与は上がる？

頑張る教諭の給与は上がる。



① 金額の重なりが大きすぎる。

15万円 20万円 25万円 30万円 35万円 40万円 45万円 50万円

教諭

教頭

校長



① 指導技術外の能力で差をつける。
（組織貢献力？ マネジメント力？）

（期待される）

・評価のターゲットが絞り込まれる。
・何が差なのかのメッセージが伝わりやすい。
・1年1号の雰囲気がなくなる。



① 金額の重なりをなくす。（少なくする）

15万円 20万円 25万円 30万円 35万円 40万円 45万円 50万円

現行

３

現在の教諭の給料分布

１

２

教諭１の給料分布

教諭２の給料分布

教諭３の給料分布



① 1年1号をなくす。
初号の通過年数を短く（評価基準を低く）、
上位号級の通過年数を長く（評価基準を高く）

② 早期立ち上がりとフラット化

現行

１
２
３



① 到達金額は低いが、生涯賃金は変わらない。
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